
決算書掲載頁　P115

内
訳

戦没者を追悼し、恒久平和を祈念する。

河内長野市遺族会と協議、調整を行い、適正な内容を検討していく。
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共生共感都市
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地域福祉部生活福祉課

事業： 平和祈念事業 0042
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根

拠

B

戦没者を追悼し、恒久平和を祈念し、平和の大切さの意識を高めているが、ご遺族が
高齢化し、参加者が減少傾向にある。B

ご遺族が高齢化し、参加者が減少傾向
にある。

A

A

B

目

標

墓地巡拝や追悼式（平成２４年度は、両方とも実施予定）を実施することにより、哀悼の意を唱える。
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所管課

戦没者を追悼し、恒久平和を祈念する。
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細事業：平和祈念事業 02事業
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職員数

再任用職員数

2

委託 昭和55年度以前

戦没者の遺族等

実施の縮小等、引き続き検討が必要。
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市内１９か所の戦没者墓地等の巡拝を行う。また、追悼式を主催者、遺族会、来賓等を含め２００名程度参加により開催
する。目

標
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世帯あたり 29
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事業：平和祈念事業                         

市内出身の戦没者９４７名の霊を慰め、追悼の誠を捧げ、平和の大切さと意識をたかめ、恒久平和を祈念した。 

 

 

 

細事業：平和祈念事業                        

１．戦没者墓地巡拝 

市内の戦没者９００余柱を慰霊・追悼し、恒久平和 

を祈念するため、８月に、市内戦没者等墓地 19 ヶ所を  

巡拝した。巡拝には市、市議会、遺族会・傷痍軍人会・

社会福祉協議会等の各代表者が参加した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．戦没者追悼式 

 １１月に、「河内長野市戦没者追悼式」を開催し、多く

のご遺族や関係者の参列を頂き、先の大戦における戦没

者に対し、追悼の誠を捧げ、恒久平和を祈念した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市は、戦没者各位の尊い犠牲とご遺族皆様方をはじめとする全市民の努力に支えられ、戦後の混乱期を乗り

越え、良いまちづくりに遭進し、発展を遂げてきた。これまで築き上げてきた繁栄を、次の世代に継承するこ

とはもちろん、命の尊さや平和の尊さを永遠に語り継いで行くことは重要な責務であり、戦没者の方々の尊い

犠牲と、ご遺族の皆様方のたゆみない努力の上に築かれた今日の平和と繁栄は、二度と手放してはならないも

のである。先の大戦から学び取った多くの教訓を忘れることなく、平和の大切さと意識をたかめ、恒久平和を

祈念するものである。 

 

 

 

 


